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■生まれたからにはお国のために

とおとうみのくに

豊田佐吉は１８６７年（慶応３）年，遠江国
ふ ち

敷知郡山口村（現静岡県湖西市）で生まれ

た。暮らし向きはラクとはいえず，農業だ

けでは生活できなかったため，父・伊吉は

農業の傍らで大工仕事に携わり，佐吉にも

大工の見習いとして働かせた。佐吉は内気

で無駄口をたたかず，１人で考えているこ

とが多く「むっつり佐吉」と呼ばれていた

という。暇さえあればむさぼるように本や

新聞を読み，やがて「生まれたからには何

かお国のためになることをしなければ…」

と考えるようになった。

１８８５（明治１８）年，佐吉は新聞で専売特

許条例の施行を知り，自分もお国のために

何か発明したいと考え，友人と２人で東京

に出て横須賀造船所を訪ね，さまざまな機

械を見て回り，大いに刺激を受けて帰って

きた。帰った直後には「無限動力機械」な

ど，わけのわからないものをつくっていた
はた お

が，やがて母・ゑいが機織りをする様子を

見て，織機の改良を目指すようになった。

佐吉を大工として育てようと考えていた

父・伊吉は，それを快く思わず，佐吉を知

り合いの愛知県の大工の下に修業に出し

た。しかし，佐吉は昼間の大工仕事が終わ
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No.１２８ 創意社・山口 幸正

織機の開発・改良に生涯を捧げた
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ると夜遅くまで織機の改良

に取り組み，大工修業を終

えて郷里に戻ってからもま

ったく同じで，父から怒鳴

られながら，ひとり物置小

屋にこもり，織機の改良の

ために試行錯誤を続けた。

１８９０（明治２３）年，東京

上野で第３回内国勧業博覧

会が開催されると，佐吉は

毎日ここに通い，機械の前に座り込んでス

ケッチし，その機構を理解しようとした。

その努力が実ってこの年「豊田式木製人力

織機」が完成。翌年，特許が下りた。

「豊田式木製人力織機」の機構は，開口
たて

（足元の左右の踏み板を交互に踏むと経糸
よこ

が上下に開く），緯入れ（開いた経糸の間
おさ

に緯糸を１本通す），筬うち（櫛状の筬を

使って布側に押しつける）の３つの要素で

成り立っている。「緯入れ」では巻いた緯
ひ

糸を納めた「杼」と呼ばれる木のケース

（シャットル）を経糸の間をくぐらせる。シ

ャットルはそれまで人が手で投げ入れてい

たが，豊田式木製人力織機では踏み板の動

きに合わせて，左右からステッキがシャッ

トルを叩いてくぐらせることで，人力を機

械力に置き換えた。その意味で布を織る効

率を大きく向上させたのだが，人の手で織
て ば た

る「手機」の域を出るものではなく，西欧
りきしょっき

の力織機との間にはまだ大きな隔たりがあ

った。

■人力織機から力織機へ

１８９２（明治２５）年，佐吉は「豊田式木製人

力織機」４～５台を製作し，東京市外千束

村（現在の台東区千束）で織布業を開業し

た。布を織って問屋に卸しながら，動力織

機の発明を目指したのである。しかし，発

明のためには道具，機材，資材などに莫大

なお金がかかる。翌１８９３（明治２６）年，佐吉

は父の勧めで，同村の佐原五郎作の妹・た

みと結婚したが，新妻の着物を質に入れて

生活費を捻出する始末だったといわれる。

織布業の経営と発明との両立は，時間的

にも資金的にも困難を極めた。夫妻はつい

に東京を引き払い，敷知郡山口村の佐吉の

実家に戻ったが，佐吉はその後も新妻を残

して，三河豊橋の伯父・森重治郎宅に移り
いとくりかえしき

住み，そこで「糸繰返機」（織機にかける経
しゅうと

糸を準備する機械）を発明した。たみは 舅

夫妻の下に自分１人が残される生活に耐え

切れず，長男・喜一郎を産むと，佐吉と喜
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一郎を残して実家に帰ってしまった。

１８９５（明治２８）年，佐吉は糸繰返機を販

売するために名古屋で豊田商店（後に豊田

商会と改名）を興し，翌１８９６（明治２９）年，

念願の動力（蒸気機関）で織る「豊田式汽

力織機」を発明した。「豊田式汽力織機」の

登場によって，１人で同時に４台の織機が

動かせるようになった。

その翌年１８９７（明治３０）年，同村の林政

吉の長女・浅子と再婚。浅子は内助の功を

発揮し，豊田商店の事務処理をたくみに切

り盛りした。

■三井物産の支援とその後の確執

動力織機の発明以来，佐吉はそれを木製

から鉄製に変え，織り幅を広くするなど，

次々と新しい装置を発明し，豊田商店はそ

れらを製作・販売して大いに繁盛した。そ

のことに注目した三井物産は「動力織機を

量産するのなら力を貸しましょう」と佐吉

に提案。佐吉はそれを受け入れ，１８９９（明
い げたしょうかい

治３２）年，三井物産の出資で井桁商会とい

う会社が設立され，佐吉はその会社の技師

長として迎えられた。このことによって潤

沢な発明資金が手に入れられるはずだった

が，１９００（明治３３）年以後，景気が下向き

となって注文が減り，十分な発明資金を得

られなくなり，佐吉は，発明よりも目先の

利益を優先する三井物産の考え方に疑問を

感じて，１９０２（明治３５）年，同社を退社。豊

田商店から名を改めた豊田商会に戻った。

豊田商会は名古屋市の武平町，西新町，

現在の豊田市の島崎町に工場を建てて，織

布業をはじめ，その運営を弟の豊田佐助と

妻・浅子に任せ，佐吉自身は発明に専念し

た。１９０４（明治３７）年，日露戦争開戦によ

る好景気の中で，佐吉が改良した動力織機

「３８年式織機」が爆発的に売れた。それを

注視していた三井物産は，あらためて豊田

商会を株式会社化し，東京・大阪・名古屋

の資本家から出資を募って，豊田の織機と

それによる綿布を世界中に売り出すことを

提案。佐吉は悩んだ末にその提案を受け入

れ，１９０６（明治３９）年，豊田式織機株式会

社が設立された。資本金は１００万円。社長

には大阪合同紡績会社社長の谷口房蔵が就

任し，佐吉は常務取締役技師長となり，豊

田商会の工場も設備も特許権も，すべてこ

の会社の所有となった。

しかし，４年後の１９１０（明治４３）年，佐

吉は社長の谷口から突然に辞職を勧告され

た。佐吉がどこまでも製品の開発・改良を

優先させようとしたのに対して会社は利益

豊田式汽力織機（トヨタ産業技術記念館展示物。
ＱＲコード読み取りで実演動画再生）
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を優先させ，ついに折り合いをつけること

ができなくなったからである。たとえば，

受注した織機製作の納期が間近に迫ってい

ても，佐吉は改良すべき点に気がつくと，

せっかく出来上がりかけた織機を解体して

はじめからやり直させたりした。谷口はそ

うした仕事のすすめ方は，営利を追求する

立場からは受け入れがたいという。思いも

よらない勧告だったが，佐吉はそれを受け

入れ，自ら辞表を提出した。佐吉はそれま

で築いてきたすべてを失った。

■渡米

藤野亀之助という人物がいた。三井物産

大阪支店長で，佐吉の仕事を高く評価し，

佐吉に近づいて井桁商会や豊田式織機を誕

生させるきっかけをつくった人物だった

が，佐吉が豊田式織機を去るに至ったこと

を気の毒に，そして申し訳なく思い，傷心

の佐吉に渡米を勧めた。これを機にアメリ

カに渡り，場合によってはその後向こうで

暮らしてもいい，佐吉はそう思いながら藤

野の提案を受け入れて渡米した。

はじめて見るアメリカは何もかも驚きの

世界だった。西海岸の広大な農園，高性能

の蒸気機関車，東海岸の高層建築，そして

何よりも街を縦横に走る自動車が佐吉を驚

かせ，日本にも自動車の時代が来ることを

確信させた。しかし，肝心のアメリカの織

機は，自分がつくったもの，あるいは自分

が頭の中に思い描くものに比べてずいぶん

と見劣りがした。ただひとつ羨ましかった

のは，どこの織機メーカーも新たな研究開

発のために立派な試験室を持っていたこと

だった。余生をアメリカで…という佐吉の

思いはこれを見て雲散霧消し，日本に帰っ

てもう一度織機の改良に取り組もうと思い

直したという。「国恩は大事たり，自己の恥

辱は小事たり」と佐吉は書き残している。

佐吉は渡米中に，タカジアスターゼを開

発した高峰譲吉博士をニューヨークの邸宅

に訪ねている。そのとき「発明家たるもの

は，その発明が実用化されて社会的に有用

な成果が得られるまでは，決して発明品か

ら離れてはならない。それが発明家の責任

である」と高峰に助言されたという。豊田

式織機時代に，佐吉は，機械を止めずに緯
ひ がえ

糸を自動的に補充する自動杼換装置を発明

した。しかし，それを装備した無停止杼換

式自動織機の製作と試験を人任せにしたた

めに，鐘淵紡績がこの装置を広幅の織機に

取り付け，性能試験を行ったときに思うよ

うな結果を出せなかった。このときの反省

と高峰博士の助言から「完全な営業的試験

を行うにあらざれば，発明の真価を世に問

うべからず」という考え方が，その後の佐

吉のゆるぎない信念となったといわれる。

■豊田紡織の設立

アメリカから帰国した佐吉は，自動織機

を完成させる足場をつくるために，資金を

集め，１９１１（明治４４）年に，現在のトヨタ

新・改善改革探訪記
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産業技術記念館のある名古屋市西区栄生町

に３０００坪の土地を手に入れ，自動織布工場

をつくった。織機１００台を稼働させ，翌年

さらに１００台増やして２００台とした。しか

し，仕入れた糸の品質が悪く，性能試験に

不都合が出たため，自社で糸を紡ぐ紡績設

備を導入した。

糸をつむぐ「紡績」と布を織る「織布」

はそれまで別の産業だったが，１９１８（大正

７）年に，２つ事業分野を併せ持つ豊田紡

織㈱を創設。出資者には，佐吉のよき理解

者だった藤野亀之助と三井物産名古屋支店

長の児玉一造も名を連ねた。この会社の社

長は佐吉だったが，実質的な経営は豊田利

三郎に任せた。利三郎は，佐吉の後妻・浅
むこ

子との間に生まれた長女・愛子の婿で，出

資者の児玉一造の弟に当たる人である。
ぼうしょく

１９２１（大正１０）年には，上海に豊田紡 織
しょう

廠という会社を設立した。紡織会社を海の

向こうの上海にまで広げるという計画に周

囲は反対したが，佐吉は「障子をあけてみ

よ，世界はひろいぞ」と言ったと伝えられ

る。３０年を超える研究開発の末に，彼はそ

の広い世界を押し広げようとしていた。

■豊田自動織機の設立

豊田紡織の事業活動によって潤沢な研究

費が得られたおかげで，１９２４（大正１３）年，

佐吉はついに念願の「無停止杼換式豊田自

動織機（Ｇ型自動織機）」を完成させた。こ

れこそ佐吉が理想としていた「完全な自動

織機」で，１人の作業者が同時に３０～５０台

を運転することができ，従来の織機とは桁

違いの生産性を実現した。

佐吉は「完全な営業的試験を行うにあら

ざれば，発明の真価を世に問うべからず」

との信念に従って，豊田紡織の織機をＧ型

自動織機に入れ替えることを計画した。そ

のためにＧ型自動織機の製作を１４年前に辞

職勧告された豊田式織機に発注したが，豊

田式織機はそれを拒絶した。豊田式織機の

設立時に，佐吉は自身の所有する特許をこ

の会社に譲渡したが，その権利を侵してい

るというのが豊田式織機側の言い分だっ

た。佐吉と豊田紡織は，結局自身のかつて

の発明による特許権に抵触しない形に改

め，自分たちの手でＧ型自動織機をつくり

上げ，稼働させた。

１９２６（大正１５）年には，その後の自動織

機の生産を担う㈱豊田自動織機製作所を設

立。社長には豊田利三郎が，常務取締役に

は佐吉の先妻・たみが生んだ長男・豊田喜

一郎が就任した。

豊田式織機と佐吉との間の特許紛争は，

Ｇ型自動織機（トヨタ産業技術記念館展示物。
ＱＲコード読み取りで実演動画再生）
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取材・執筆 山口 幸正（やまぐち ゆきまさ）

《プロフィール》
外資系食品製造業人事部勤務の後，産業教材出版業勤務。全国提案実績調査を担当し，改善提案教
育誌を創刊。１９８５年に独立し創意社を設立，『絵で見る創意くふう事典』『提案制度の現状と今後の
動向』『提案力を１０倍アップする発想法演習』『提案審査表彰基準集』『改善審査表彰基準集』『オフ
ィス改善事例集』などの独自教材を編集出版。４０年にわたって企業・団体の改善活動を取材。現在
はフリーライター。
●創意社ホームページ http://www.souisha.com 「絵で見る創意くふう事典」をネット公開中

その後三井物産と愛知県知事が間に入り，

豊田式織機が佐吉に功労金を支払い，佐吉

はその功労金で特許権を買い戻すという形

で解決が図られた。

■織機から自動車へ

Ｇ型自動織機はその後，国内外で大きな

評判を呼び，当時の世界的繊維機械メーカ

ー，イギリスのプラット社が大きな関心を

寄せ，日本に調査団を派遣した。その結果，

１９２９（昭和４）年には，ヨーロッパ，カナ

ダ，インドでの特許権を１０万ポンド（現在

の貨幣価値では数十億円）でプラット社に

譲渡する契約が結ばれた。

１９３０（昭和５）年，佐吉は６３年の生涯を

閉じた。その３年前，紡織産業への貢献が

認められて勲三等瑞宝章を叙勲したとき，

佐吉は喜一郎に向かって「自分は生涯を織

機づくりに捧げた。お前はお国のために自

動車をつくれ」と言ったという。その後の

喜一郎の仕事については次号（２０２２年２月

号）で紹介する。

※本稿の執筆に当たっては次の資料を参考にしました。『豊田佐吉生誕１５０周年特集・温源知新』（トヨ
タ産業技術記念館，２０１７）／『世界の１０人 №９・豊田佐吉と喜一郎』（学研，２０１４）／楫西光速著『人
物叢書・豊田佐吉』（吉川弘文館，１９６２）
※豊田佐吉の発明品並びに文中のいくつかのエピソードについての記述は，トヨタ産業技術記念館（名
古屋市西区則武新町４‐１‐３５）の協力を得ました。
※豊田佐吉の発明品の実演動画をトヨタ産業技術記念館ホームページのバーチャルガイドツアー
（https://www.tcmit.org/virtual-guided-tour/）で見ることができます。

新・改善改革探訪記




